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群  少人数群 

使用言語  日本語 

週コマ数  1コマ 

対象学生  全学向 配当学年  １回生 

単位数  2単位 

  開講年度・
  開講期  2026・前期 

曜時限  火5 

授業形態  ゼミナール（対面授業科目） 

 キーワード  地域研究関連 / 映画 / 東南アジア / 映像リテラシー / 多文化共生 

　受講定員
  (1回生定員)  15 (15) 人

教室  稲盛財団記念館2階213教室 (医
・薬・病院構内) 

 

 [授業の概要・目的]
劇映画には虚構や誇張の要素が含まれているが、そうであるからこそ、現実社会では正面から声を
上げにくい問題を取り上げたり、今は起こっていないけれど将来起こりうる問題を取り上げたりす
ることができる。ただし、上映して収入を得なければならないため、劇映画ではそれらの問題は恋
愛劇や勧善懲悪の物語に形を変えて描かれることが多い。そのため、映画を通じて世界のことを知
るには、舞台である地域社会についての背景知識や、映画を「読む」力が必要となる。この授業は、
アジア諸国の長編・短編映画の鑑賞を通じて、アジア諸国の社会や文化に対する理解を深めるとと
もに、映画から社会の課題を読み解く力を身につけることを目的とする。

 [到達目標]
現在のアジア諸国が抱えている課題が映画にどのように表現されているかを読み解く。また、文献
などからアジア諸国が抱えている課題を調査する基本的な方法を身につけ、文献から得られた理解
と映画を通じて読み解いた理解を比較検討する視角を身につける。さらに、一般的な字幕翻訳の方
法を理解したうえで、短編を英語から日本語に字幕翻訳することで、字幕翻訳の基礎を身につける。

 [授業計画と内容]
映画を通じたアジア社会の読み解き方に関する講義とグループ学習の組み合わせにより授業を行う。

東南アジア映画を中心に、いくつかの例を挙げながら映画の読み解き方を講義する。参加者は、初
回のガイダンスでグループを作り、グループごとに選んだ映画について討論を行い、その映画を通
じて社会や文化について読み解いた内容を発表する。
１．ガイダンス（授業の進め方／グループ分け／課題選択）
２．講義　映画の読み解き
３．発表と討論(1)　字幕①
４．発表と討論(2)　字幕②
５．作品鑑賞
６．発表と討論(3)　小説の読み解き
７．発表と討論(4)　長編（共通課題作品）
８．発表と討論(5)　長編（自由課題作品）
９．発表と討論(6)　長編（グループ課題作品①）
１０．発表と討論(7)　長編（グループ課題作品②）
１１．発表と討論(8)　長編（個人課題作品）
１２．発表と討論(9)　中編
１３．課題発表(1)　中間発表
１４．課題発表(2)　最終発表
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ILASセミナー  ：映画で読み解くアジア(2)

１５．フィードバック
参加人数や参加者の関心や理解度に応じて変更する場合がある。

 [履修要件]
特になし

 [成績評価の方法・観点]
発表（50％）と参加状況（50％）により評価するが、ゼミの中での積極的な姿勢も考慮に入れる。

 [教科書]
授業中に指示する
初回の授業で配布する。
 [参考書等]
  （参考書）
授業中に紹介する

 [授業外学修（予習・復習）等]
受講生にはほぼ毎回発表を行ってもらうため、授業時間外に発表準備をすることが求められる。主
な発表は次のとおり。
(1)長編5作品の読み解きをグループごとまたは個人で発表（5回）
(2)短編小説の読み解きをグループごとに発表（1回）
(3)短編（3分程度）の日本語字幕をグループごとに作成して発表（2回）
(4)短編作品（3分程度）の内容と背景をグループごとに発表（2回）

 [その他（オフィスアワー等）]
初回の授業でグループ分けを行うので、初回の授業には必ず出席すること。やむを得ない事情で初
回の授業を欠席する場合は、事前に担当教員に連絡すること。

 [主要授業科目（学部・学科名）]


